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市民の動き

(12月1日現ギJJ

総人口 113，549人 (+ 32) 

男 55，441人 (+ 37) 

女 58，108人 (- 5) 

世帯数 34，409世帯 (+ 21) 

( )内は前月比です。
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えつ広報一第 854号号

河
市

・日
山
山
山
田
ル

そ
の
実
を
結
ん
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
今
後
も
、
交
通
渋
滞
解
消
の

た
め
の
交
通
網
の
整
備
を
は
じ
め
、
通

学
区
変
更
に
よ
る
小
・
中
学
校
の
移
転
、

統
合
、
増
改
築
に
加
え
、
文
化
会
館
の

建
設
な
ど
、
困
難
な
問
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

英
知
を
し
ぼ
り
、
上
田
市
を
「
活
気
に

満
ち
た
魅
力
あ
る
ま
ち
」
と
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
お
め
で
と
う
な
り
、
市
民
皆
さ
ま
の
期
待
に
こ
た
、
え
が
国
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

ご

ざ

い

ま

す

。

る

べ

く

心

を

新

た

に

し

て

お

り

ま

す

。

こ

の

余

波

を

受

け

ま

し

て

、

地

方

自

す

。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
、
ぇ
、
皆
さ
ま
の
日
本
の
経
済
は
、
低
成
長
と
は
申
し
治
体
の
行
財
政
は
緩
め
て
厳
し
い
も
の
ど
う
か
、
本
年
も
市
政
に
対
し
倍
旧

ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
な
が
ら
も
国
際
経
済
の
中
で
は
優
位
を
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
か
げ
を
も
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

す

。

保

ち

、

大

き

な

役

割

を

果

た

し

て

い

る

ち

ま

し

て

、

当

市

に

お

き

ま

し

て

は

市

い

た

し

ま

す

と

と

も

に

、

皆

さ

ま

の

ご

昨
年
十
月
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
反
面
、
国
債
の
発
行
な
ど
に
よ
り
大
き
な
民
各
層
の
ご
努
力
に
支
え
ら
れ
、
上
回
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

て
、
三
た
び
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
債
務
を
か
か
え
、
今
や
行
財
政
の
改
革
市
長
期
基
本
構
想
の
諸
事
業
も
着
々
と
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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境
は
ま
こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
加
、
え
て
市
民
の
皆
き
ん
の
行
政
に

対
す
る
要
望
は
多
様
化
し
て
お
り
、
地

方
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、
こ
れ
ら

の
行
政
需
要
に
合
理
的
か
つ
機
能
的
に

対
応
し
な
が
ら
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る

地
域
造
り
を
推
進
し
て
行
く
た
め
に
は
、

行
財
政
両
面
の
減
量
化
を
図
り
つ
つ
如

何
に
し
て
住
民
ニ

l
ズ
に
こ
た
え
る
か

が
今
後
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
市
民
の
皆
き
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
市
政
に
対
し
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

、'

新
春
を
迎
え
て

上
田
市
長

石

井

泉

年
頭
に
あ
た
つ

て

上
田
市
議
会
議
長

松

野

主主
亘主

平

昭
和
五
十
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

市
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
清
新
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
、

市
民
各
位
の
ご
繁
栄
を
お
祝
い
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
平
素
の
市
政
に
対
す

る
ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。過

ぎ
去
り
ま
し
た
昨
年
を
回
顧
い
た

し
ま
す
と
、
複
雑
な
要
素
を
含
み
益
々

緊
迫
感
を
増
し
つ
つ
あ
る
国
際
情
勢
、

ま
た
圏
内
的
に
は
国
を
あ
げ
て
の
行
政

改
革
を
始
め
、
諸
事
多
端
の
う
ち
に
越

年
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
内
外
の
情
勢
下
に
お
い
て
、

経
済
成
長
の
鈍
化
、
資
源
の
節
減
、
高

齢
化
社
会
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
る
社
会

構
造
の
変
化
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
い

る
財
政
再
建
と
行
政
改
革
は
、
国
民
か

ら
期
待
と
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
特
に
地
方
自
治
を
取
り
ま
く
環

h-v 

短
期
入
所
も
可
能
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ー第

う
ち
に
越

る ま
ごす
支と
援と
に も
dし、 lこ
力、

hら平
お素
札の
申市
し政
上に
げ対
ます

点ト

年
を
い
た
し
ま
し
た

第 854号ー

乳
児
院
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

(
乳
児
院
合

(
@
4
4
0
8
・
常
磐
減
五
i
六
|
三
九
)

皆
さ
ん
は
、
乳
児
院
を
ご
存
じ
で
し

ょ
、
っ
か
。

児
童
福
祉
法
に
よ
る
乳
児
院
と
は
、

乳
児
を
入
所
さ
せ
て
養
育
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
乳

児
が
満
二
歳
に
達
す
る
ま
で
継
続
し
て

入
所
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い

ま
す
。
養
育
の
内
容
は
、
精
神
発
達
の

観
察
及
び
指
導
、
毎
日
定
時
に
行
う
授

乳
、
食
事
、
お
む
つ
交
換
、
入
浴
、
日

光
浴
及
び
健
康
診
断
な
ど
を
行
う
と
い

う
も
の
で
す
。

上
田
市
乳
児
院
は
、
こ
の
児
童
福
祉

法
に
基
づ
い
て
昭
和
三
十
九
年
に
市
が

設
置
し
ま
し
た
。
定
員
は
十
名
で
す
。

職
員
は
、
国
の
規
定
に
よ
り
看
護
婦
、

保
母
、
栄
養
士
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
安

全
と
健
康
に
配
慮
し
な
が
ら
乳
幼
児
一

人
ひ
と
り
の
発
育
に
合
っ
た
養
育
を
し

て
い
ま
す
。

乳
幼
児
を
か
か
え
て
お
困
り
の
か
た

は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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至長野

上田市

産院

仁
7

一

乳児院で楽しく暮らす子供たち

パス停西校前

西部公民館

国道 18号線

ら
期
待
と
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
特
に
地
方
自
治
を
取
り
ま
く
環

‘.， 
短
期
入
所
も
可
能

入
所
は
、
原
則
と
し
て
一
か
月
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ベ
ビ

l
ホ
テ
ル
に

対
応
し
て
、
保
護
者
が
出
産
、
傷
病
、

病
気
看
護
な
ど
の
緊
急
の
事
情
や
出
張

な
ど
の
特
別
の
事
情
に
よ
り
保
護
者
の

も
と
で
養
育
で
き
な
い
場
合
、
一
週
間

あ
る
い
は
一
か
月
の
短
期
入
所
も
で
き

ま
す
。入

所
の
手
続
き
と
費
用

入
所
に
つ
い
て
は
、
中
央
児
童
相
談

所
を
通
し
て
入
所
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
乳
児

院
、
市
役
所
児
童
保
育
課
家
庭
児
童
相

談
係
、
あ
る
い
は
お
近
く
の
民
生
児
童

委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
課
税

さ
れ
た
市
民
税
や
所
得
税
の
額
に
よ
り

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
は
公
費
で
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。

家
庭
で
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

と
き
は
、
い
つ
で
も
乳
幼
児
を
引
き
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ

つ

と
い
た
し
ま
す
。(??lij 竪昼長 ;こ ; 

;pz i長- --，プ 加入しましょう :
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3
月

南

部

消

防
署
が
完
成

下
山
川
ト
江
川
ル
地
肢
の
消
防
・
政
急
休
制
の
焔
化
を
ね
ら
い
と
し
て

佐
設
し
ま
し
た
。

だ U{H[157年 1JJ 1 H一一一一 (4)ーえつ広 報一 第 854号~54 号 一ー

こんなことがありました

み
Eh 
タ戸 -

炉

開男1]5 
通所月
し・
ま越別
し戸 所
た両越
。地戸

区 線
グ〉 カザ

皆 聞
き通
ん
待
望
グ〉

道
路
カ£

...7月 上田わっしょいに出石町の大名行列が特別参加

10周年を迎えた「上回わ っ しょい」に、姉妹都市・出石町
から大名行列が、特別参加しました。

1では

"" 

企 8月 台風15号市内
各地に爪跡

市内各地では伊勢湾
台風以来の被害を受

けました。

，...J 

...7月 第 6回部落差別を な くす市民大行動

参加された皆さんは、大会の意義を家庭などに
持ち州 って拡大桜透することを改めて決意しました。

dm 
練
番
ま

副

本

れ

火
、
わ

消
ど
行

、
な
に

練
純
ら

引
副
司
，
刀
。

月
練
難
議
な
た

9
訓
遊
赦
さ
し

hF
 

地震 総合 防災
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第 854号ー

昭和56年上田市では

作企ah 
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"'10月 小牧橋の起工式
昭和58年度の完成を目指して起工式が
行われました。

...9月 第 3回障害者大仔進

障害者の皆さんの生活圏を広めるための大行進め
あと、日曜広場で「ふれあい広場」も開催されました。

企 10月 新老人福祉センターがオープン
旧老人福祉セ ンターの約2.5倍の大きさが
あり、利用する皆さんは「ホテルみたい」
と大喜びです。

企 9月 自然運動公園総合体育館が完成

東信随ーの規模を誇る総合体育館ヵ、完成し、自然運動公園の
施設づくりが終了しました。

8
各

市
ム
日
け

企

.惨

砂
川
月
野
竹
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道
の
上
田
市
分
で
一
番
の

難
工
事
「
野
竹
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
し
ま
し
た
。

h
F

叩
月
石
井
市
長
を
三
選

二
期
八
年
の
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

三
選
さ
れ
ま
し
た
。
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お知らせ成
人
式
の

え

ご
案
内

つ広報

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

市
で
は
、
。
は
た
ち
。
に
な
ら
れ
る
皆

さ
ん
を
お
祝
い
し
て
、
一
月
十
五
日
幽

成
人
の
日
に
、
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

今
年
、
成
人
さ
れ
る
約
千
五
百
名
の

皆
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

十
二
月
一
日
現
在
で
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
新
成
人
該
当
の
皆
さ
ん
に
案
内

状
を
発
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
万
一
、

案
内
状
が
届
か
な
い
人
で
も
式
に
参
加

で
き
ま
す
。

と
き
:
・
一
月
十
五
日
幽
午
後
一
時
三

十
分
か
ら

ー第 854号

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

お
願
い
:
・
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
自
家
用
車
で
の
出
席
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合

予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

予
防
の
た
め
、
次
の
と
お
り
三
種
混
合

予
防
接
種
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者

は
最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

一
期
・
:
①
昭
和
五
十
四
年
七
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
供
さ
ん
②
昭
和
五
十
四
年
六

月
三
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
き

ん
で
未
接
種
の
人
(
た
だ
し
、
四
歳

tl 

の
と
お
り
四
月
入
校
の
訓
練
生
を
募

牛
車
LL

未
満
の
子
供
さ
ん
)

二
期
・
:
①
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
か

ら
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

供
さ
ん
②
昭
和
五
十
二
年
十
二
月

三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
き

ん
で
未
接
種
の
人
(
た
だ
し
、
五
歳

六
か
月
未
満
で
一
期
終
了
し
た
子
供

さ
ん
)

〈
接
種
内
容
〉

一
期
:
・
三
か
ら
八
週
間
間
隔
で
三
回
接

種
二
期
:
・
一
期
終
了
後
十
二
か
月
以
上
経

過
し
て
い
る
子
供
き
ん
で
、
一
回
接

種
〈
受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
ま
で

〈
会
場
〉

左
表
の
と
お
り

〈
そ
の
他
〉

①
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
子
供
き
ん
は
、

二
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
)

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
六
月
と
七
月
に
実
施
し
ま
す
。

②
二
種
混
合
で
一
期
を
終
了
し
て
い
る

子
供
さ
ん
は
、
二
期
も
二
種
混
合
を

お
受
け
く
だ
き
い
。

③
予
備
日
は
四
月
二
十
日
と
二
十
三
日

で
、
場
所
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

マ
四
月
二
十
日

ω・
:
城
下
、
川
辺
、
泉

回
、
塩
田
、
川
西
地
区

マ
四
月
二
十
三
日
幽
:
・
東
部
、
南
部
、

中
央
、
北
部
、
西
部
、
塩
尻
、
神

科
、
神
川
、
豊
殿
地
区

昭和56年度後期三種混合予防接種目程表

接 稜 日

ぷZ当三、 場 対 象 I也 区

l回目 2回目 3回目

三好 町 会 館
2月1 6 

月2 月3 
城下地区

泉田地区の半過

上野が丘公民館
23 23 

神科、豊殿地区日 日 日

神川地区公民館
(火) (刈 (刈

神川地区

東部、南部、中央地区、西

保 健センター 部地区の下紺屋町、鎌原、

(市役所南庁舎2階)
月

月2 月3 
西脇、新町、諏訪部、生塚、

28 25 25 
常磐町、城北

日 日 日
川辺地区

川辺町会館 附 (村 附
泉団地区の福田、吉田

塩田康母子 塩田全区
健センター

保健センター
2月1 9 2月2 6 

3 
北部、塩尻地区、西部地区

2月6 
の緑が丘、新屋、緑が丘北

(市役所南庁舎2階)
緑が丘西

日 日 日

川西福社会 幽 幽 樹 川西地区
祉セ ンター

七
日
附
ま
で
に
、
上
回
公
共
職
業
安
定

る
税
金
に
は
、
国
税
と
し
て
、
物
品
税
、

ね
た
き
り
予
防
教
室
に

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

市
で
は
、
中
高
年
齢
者
の
健
康
維
持

と
「
ね
た
き
り
を
な
く
す
」
た
め
、
昨

年
十
月
か
ら
一
月
ま
で
、
「
ね
た
き
り

予
防
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
月
は
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
対
象
地
区
の
中
高
年
齢
の
皆
さ
ん

な
ど
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
・
:
①
鹿
教
湯
病
院
長
藤
田
勉

先
生
の
お
話
|
演
題
「
若
さ
を
保
つ

た

め

に

」

②

保

健

婦

の

お

話

③

質
疑

ねたきり予防教室日程表

と き と
、，

ろ 対象地区」

1月19日(刈 東海問主人集会場 東塩団地区

1月26日(刈 川西 公 民 館 川西地区

時間は、いずれも午後 1時ー 4時。

と
お
り
昭
和
五
十
七
年
度
入
校
生
を
募



ー第

と
き
・
:
一
月
十
五
日

十
分
か
ら

第 854号ー

償
却
資
産
の

申
告
期
限
2
月
1
日

資
産
税
標
資
産
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
6

償
却
資
産
の
申
告
書
提
出
期
限
は
、

一
一
月
一
日
間
で
す
。

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
償
却
資

産
と
は
、
土
地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業

の
た
め
に
使
っ
て
い
る
有
形
固
定
資
産

で
、
そ
の
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償

却
費
が
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法

の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、
損
金

ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

を
い
い
ま
す
。
(
鉱
業
権
、
特
許
権
、

営
業
権
、
そ
の
他
の
無
形
減
価
償
却
資

産
及
び
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
で
あ
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
)

該
当
す
る
と
恩
わ
れ
る
事
業
所
に
は

申
告
用
紙
を
お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
が
、

該
当
す
る
が
配
布
さ
れ
な
い
事
業
所
は
、

お
手
数
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

だえつ一(7)一一一一昭和57年 1月1日 広 報

上
田
技
術
専
門
校

訓
練
生
を
募
集

上
田
技
術
専
門
校

宮
⑫
0
6
0
0

長
野
県
上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
次

の
と
お
り
、
四
月
入
校
の
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
締
め
切
り
・
:
一
月
十
一
日
間

選
考
日
:
・
一
月
二
十
一
日
附

上田技術専門校訓練生募集要項

募集 募集
A寸Lιー 歴

訓練

訓練科名 人員 期間

機械科 若干名
高卒または

1か年
同等以上

自動車
11 11 11 

整備科

木工科 20名 中卒以上 11 

溶接科 若干名
中卒以上の者

6か月
または離転職者

職
業
自
立
を
望
む

身
障
者
の
皆
さ
ん
へ

ー

訓
練
生
募
集

l

上
回
公
共
職
業
安
定
所

宮
⑫
6
3
6
3

東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
(
小

平
市
)
で
は
、
身
体
障
害
者
の
皆
き
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
適
応
す
る
職

種
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
を

習
得
し
、
就
業
に
よ
る
自
立
の
道
を
聞

く
よ
う
、
次
の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

月
十

七
日
附
ま
で
に
、
上
回
公
共
職
業
安
定

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
:
①
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
、

そ
の
症
状
が
箇
定
し
、
義
務
教
育
修

了
者
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の
学
カ
を

有
し
、
就
業
す
る
意
志
の
あ
る
方

②
伝
染
性
疾
患
、
重
度
視
力
障
害
、

精
神
障
害
な
ど
が
な
く
、
医
療
管
理

ま
た
は
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
団
体

生
活
の
で
き
る
方

訓
練
職
種
:
・
被
服
縫
製
系
(
一
年
)
、
工

業
機
械
系
(
一
年
、
一
部
二
年
)
、
事

務
系
(
一
年
)
、
印
刷
系
(
一
年
)

(
)
内
は
修
業
年
限

訓
練
生
の
特
典
・
・
・
①
授
業
料
は
不
用
、

器
ヱ
具
な
ど
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。
②

雇
用
保
険
、
生
活
保
護
な
ど
の
受
給

者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
の
指
示
に

よ
り
、
継
続
し
て
給
付
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
③
訓
練
手
当
と
し
て
、
二
十

歳
以
上
の
方
は
約
九
万
五
千
円
(
月

額
)
、
二
十
歳
未
満
の
方
は
約
八
万
円

(
月
額
)
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
通
校

手
当
と
し
て
交
通
費
(
実
費
)
も
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
主
た
る
生
計

の
維
持
者
が
受
講
の
た
め
家
族
と
別

居
し
た
場
合
に
は
、
寄
宿
手
当
と
し

て
月
額
七
千
五
百
円
が
支
給
さ
れ
ま

す。マ
イ
カ
ー
と
税
金

自
動
車
や
自
動
車
用
の
燃
料
に
か
か

る
税
金
に
は
、
国
税
と
し
て
、
物
品
税
、

自
動
車
重
量
税
、
海
発
油
税
、
地
方
道

路
税
、
石
油
ガ
ス
税
が
あ
り
ま
す
。
地

方
税
と
し
て
は
、
自
動
車
取
得
税
、
自

動
車
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
動
車
を
と
り
ま
く

税
金
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
国
や
地
方
の

道
路
整
備
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
一
台
当

り
の
一
年
間
に
負
担
す
る
税
金
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

マイカー 1台当りの税負担額

税 目 4見 音質 {庸 考

物 ロ"ロ 税 28，297円 耐周年数6年

自動車取得税 12，500円 11 

自 動 車 税 34，500円

自動車重量税 18，900円 車検期間 2年

揮発地油税方 ・ 57，082円 年量間ガソリtン使用
道路税 1，061 

L 
計 151，279円

上
小
高
等

職
業
訓
練
校

入
校
生
を
募
集

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

時間l

(小売価格150万円、 2，蜘cの自家用乗用車の)
年間税金負担額 j 

と
お
り
昭
和
五
十
七
年
度
入
校
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

職
種
:
・
機
械
科
(
二
年
)
、
板
金
利
(
三

年
)
、
電
気
機
器
科
(
二
年
)
、
和
裁
科

(
二
年
)
、
左
官
科
(
一
二
年
)
、
建
築
科

(
三
年
)
、
造
園
科
(
二
年
)
、
建
築
製

図
科
(
二
年
)
、
木
工
科
(
二
年
)
、
制

物
科
ご
年
)

(
)
内
は
修
業
年
限

な
お
、
配
管
科
の
募
集
は
一
年
お
き

で
、
本
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
格
:
・
働
き
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受

け
る
の
で
、
年
齢
や
学
歴
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
・
:
和
裁
科
は
、
家
庭
婦
人
を
歓

迎
し
ま
す
。
製
図
科
は
、
二
級
建
築

士
受
験
希
望
者
を
対
象
と
し
て
行
い

ま
す
。
編
物
科
は
、
林
編
物
学
校
へ

直
接
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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寺

島

南

さ

ん

峰

村

み

ど

り

さ

ん

ト

清

水

議

平

さ

ん

藤

家

貢

五

郎

さ

ん

一

立

堀

角

之

助

さ

ん

(

天

神

四

丁

目

)

北

天

神

町

一

宮

島

平

位

さ

ん

平

野

俊

雄

さ

ん

東

築

地

一

土

屋

呉

野

き

ん

神

津

栄

さ

ん

五

加

口
u-

宮

下

有

三

郎

き

ん

井

出

タ

マ

き

ん

笹

井

月

前

島

設

憲

さ

ん

竹

田

喜

代

さ

ん

新

田

唱

i年

永

井

新

市

さ

ん

伊

藤

千

代

子

さ

ん

川

辺

町

町

山

本

常

平

さ

ん

回

中

繁

治

さ

ん

長

島

ザホ
T昭

(

緑

が

丘

三

丁

目

)

緑

が

丘

西

七

O

久
保
回
岩
司
さ
ん

一

斎

藤

秀

夫

さ

ん

下

之

郷

六

九

(

踏

入

二

丁

目

)

踏

入

一

石

井

信

子

さ

ん

和

田

和

枝

き

ん

下

小

島

五

九

金

沢

巌

き

ん

岩

清

水

一

桁

山

堅

一

さ

ん

斎

藤

久

子

さ

ん

大

湯

七

七

柳

沢

一

光

き

ん

諏

訪

形

一

田

中

き

よ

さ

ん

小

林

亙

雄

さ

ん

小

泉

八

O

坂

口

雅

和

さ

ん

学

海

北

だ

(

常

磐

城

三

丁

目

)

諏

訪

部

七

六

鈴

木

晴

子

さ

ん

中

野

七

四

尾

崎

き

わ

さ

ん

上

青

木

え

!
!
4
1
1
1
;
;
;
;
;
;
;
1・
;
;
i
;
;・
;
;
;
;
・

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

つ広報

選挙の知識今愈

一第 854号

(
十
一
月
三
十
日
現
在
)

上
田
原

倉

升

新

田
上
本
郷

長

島
小
井
田

八
木
沢

上
室
賀

組

八
九

甲
田
茂
幸
さ
ん

竹
下
喜
信
さ
ん

水
野
和
子
さ
ん

菅
谷
寿
い
の
さ
ん

上
野
と
り
さ
ん

長
張
久
美
き
ん

(
緑
が
丘
一
丁
目
)
緑
が
丘

水

野

字

市

さ

ん

五

加

片

山

ミ

ツ

さ

ん

中

野

柳

沢

茂

さ

ん

小

井

田

小

林

と

も

江

さ

ん

長

島

三

井

浜

雄

き

ん

丸

堀

町

中

村

伊

平

き

ん

伊

勢

山

中

沢

庫

子

さ

ん

秋

和

南

波

と

り

さ

ん

下

室

賀

曲

尾

玉

井

さ

ん

手

塚

出
野
信
子
さ
ん

八 七 二 八 七
四七九五四

(
踏
入
二
丁
目
)

古

平

常

さ

ん

佐
藤
久
衛
さ
ん

町
田
光
次
さ
ん

春

日

透

き

ん

(
中
央
二
丁
目
)

宮
川
し
つ
い
さ
ん

(
緑
が
丘
二
丁
目
)
繰
が
丘
北

石

井

藤

衛

さ

ん

半

過

西

沢

き

く

の

さ

ん

奈

良

尾

山

浦

富

さ

ん

川

辺

町

赤

羽

幸

一

さ

ん

小

泉

袖

山

誠

さ

ん

(
中
央
六
丁
目
)

永
井
と
里
さ
ん

桑
原
和
美
さ
ん

山
岸
一
清
さ
ん

院野踏
岡

内竹入

七七七五
四七五六

七
三

八
二

七
二

九

O
八
二

七
八

七
五

六一一

中

八五七七七四八
八三八七五七三

半川五山五
辺

過町加田加

海
野
町

八

半

過

小
井
田

二
八

七
一

八 七四八
二 O 四七五

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

田
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。 九七七七七八六七九六

O 二二二 九五五三 O 六

八六八八八
七 O 四一四

愛
宕
町

上
塩
尻

笹

井
川
辺
町

選挙管理委員会

選挙管理委員会は、都道府県と市町村とにそれぞれ置か

れていて、いずれも議会で選挙された 4人の委員により構

成されています。

委員会は 4人の委員による合議制で、選挙の公正確保の

つえから、都道府県知事や市長村長の執行機関から全く独

立した行政機関となっています。

選挙の管理は、国会議員、都道府県議会議員及び長の選

挙については、それぞれ選挙に応じ、国(中央選挙管理会)、

都道府県選挙管理委員会があたります。

市町村議会議員及び長の選挙は、その置かれている市町

村選挙管理委員会で管理執行しますが、園、都道府県の選

挙にあっても、実際の投梨、開票などの事務は、市町村の

選挙管理委員会がすべて処理します。

この他、農業委員会委員選挙、財産区議会議員選挙:土

地改良区総代選挙などについても、選挙管理委員会で管理

執行することになっています。

最高裁判所裁判官国民審査、各種住民投票、直接請求など

や、選挙啓発の事務も選挙管理委員会の重要な仕事です。

57年に執行予定の選挙

今年は、任期満了に伴う次の選挙が予定されています。

。川西地区土地改良区総代総選挙

昭和57年 4月下旬の予定

。別所温泉財産区議会議員一般選挙

昭和57年 5月下旬の予定

。上田市塩田平土地改良区総代総選挙

昭和57年 10月下旬の予定
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